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男女共同参画社会は、仕事、家庭、地域生活などで、自分の希望に沿った多様な活動ができ、男女がと
もに夢や希望を実現できる社会のことをいいます。

男女共同参画社会の実現に向けて、第４次南魚沼市男女共同参画基本計画を策定しました。（計画期間
は令和４年度～令和８年度）

基本目標Ⅰ　男女共同参画社会に向けた意識づくり
人々の意識の中に形成され、いまだに根強く残る「男は仕事、女は家庭」といった、性別に基づく

固定的な役割分担意識を解消し、男性も女性も多様な活動ができる社会を実現するため、男女共同参
画に関する理解を深めることを目的とした広報・啓発活動や、学校教育における男女平等を推進する
教育・学習の充実に取り組みます。

基本目標Ⅲ　誰もが安心して健やかに暮らせるまちづくり
配偶者などからのＤＶ、児童・高齢者・障がい者への虐待、セクシュアル・ハラスメント、性暴力

などのあらゆる暴力を許さないための取り組みと、関係機関の横断的な連携で切れ目のない相談支援
を行います。また、身体的な男女という性別にあてはまらない、心と体が一致しないなどの性的マイ
ノリティなどの多様な性のあり方について、社会の理解の促進に取り組みます。

基本目標Ⅱ　男女が共に参画する活力あるまちづくり
多様性に富んだ活力ある社会を構築するため、男女が、働き方・暮らし方・意識を変革し、互いに

責任を分かち合いながら家事・育児・介護へ参画し、暮らしやすい社会の実現に向けて取り組みます。

【問合せ】企画政策課　☎773・6672

第４次南魚沼市男女共同参画基本計画を策定しました

策定の背景
少子高齢化、人口減少、新型コロナウイルス感染

症の影響による生活様式や働き方の多様化など、私
たちの生活は大きく変化しています。

こうした中で、多様性に富んだ、活力のある、心
豊かな社会にしていくためには、誰もが互いの人格
や生き方を尊重しあい、性別にかかわりなく輝くこ
とができる男女共同参画社会の実現がこれまで以上
に必要となっています。

市の現状
これまでの取り組みにより、男女の平等や

多様性、個性を尊重する考え方は徐々に浸透
してきました。

一方で、性別によって役割を固定的に捉え
る意識はいまだに根強く残っています。男性
の家事・育児・介護などへの参画や、女性の
市政・企業・地域などへの参画などは、まだ
十分といえないのが現状です。

男女共同参画社会を実現するには、行政の取り組みはもとより、市民のみなさん、地域、事業者など社
会全体で身近な問題として考え、相互に協力して取り組んでいくことが重要となります。

今後とも、みなさんからのご理解ご協力をお願いします。

男女共同参画社会の実現に向けて

計画を推進するためには、性別による固定的な役割分担意識の解消と、社会制度や慣行を見直し、男女
があらゆる分野で対等に参画し、多様な生き方を認め合うなど男女共同参画について市民一人ひとりが正
しく理解することが重要です。そのために、次の３つの基本目標を掲げ、その目標を達成するために、そ
れぞれの重点目標と施策の基本的方向を設定しました。

計画の体系

この目標は、心と体の性別にかかわりなく、男女が共に社会のあらゆる分野に参画し、共に責任を担い、
誰もがその個性と能力を発揮し、生涯住みたいと思える南魚沼市をめざすものです。

基本計画の目標

あなたとわたし　みんなでつくろう！　ずうっと住みたい南魚沼市



市報 みなみ魚沼　令和４年８月１日発行3

計画体系全図
【基本目標】 【重点目標】 【施策の基本的方向】

Ⅱ
男女が共に
参画する活
力あるまち
づくり

４　地域における男女共同
参画の推進

⑨行政区や団体のリーダーや役員への女性の参
画促進

⑩地域活動への参画促進

３　家庭における男女共同
参画の推進

　　［女性活躍推進計画］

⑤積極的に子育てを支援する基盤の充実
⑥出産にかかわる社会環境の整備、生活環境づ

くりの推進
⑦男女の家事・子育て参画の促進
⑧男女が共同して介護にかかわるための体制づ

くり

５　職場・労働における男
女共同参画の推進

　　［女性活躍推進計画］

⑪企業における女性活躍の推進
⑫男女が共に働きやすい職場環境づくりの推進
⑬就業・起業等の支援

６　市政における男女共同
参画の推進

⑭施策、方針決定過程への女性の積極的な参画
促進、各種委員会や審議会等への女性の登用
拡大［女性活躍推進計画］

⑮市女性職員の採用・登用［女性活躍推進計画］
⑯市民の参画機会の創出

Ⅰ
男女共同参
画社会に向
けた意識づ
くり

２　教育による取組の充実
［女性活躍推進計画］

１　学習機会の提供や啓発
の実施

①生涯学習における学習機会の提供
②さまざまな手法による啓発の実施
　［女性活躍推進計画］

③発達段階に応じた男女平等教育の推進
④多様な職業選択を可能にする学習機会の充実

Ⅲ
誰もが安心
して健やか
に暮らせる
まちづくり

８　ハラスメントの防止・
対策の推進

９　防災・災害対策への女
性の参画

10　性の尊重と健康支援

７　ＤＶ・虐待の防止と暴
力被害者への支援

　　［ＤＶ防止基本計画］

11　生活上の困難を抱える
人への支援

　　［女性活躍推進計画］

�世代に応じた健康の維持・増進対策の充実
�性と生殖に関する健康と権利（リプロダクテ

ィブ・ヘルス／ライツ）の啓発
�性的マイノリティ等の多様な性に関する理解

の促進と支援

⑰安心して相談できる体制の整備
⑱暴力防止のための意識啓発・周知

⑲ハラスメントのない環境づくり
　［女性活躍推進計画］

�ひとり親家庭などへの支援
�生活困窮者などへの支援

⑳防災・災害対策における女性の参画拡大

※本計画は、当市のＤＶ防止基本計画および女性
活躍推進計画としても位置づけます。なお、該
当項目については［ＤＶ防止基本計画］、［女性
活躍推進計画］と明記しています

計画の詳細は、次のＱＲを読み込むか、
市ウェブサイト（「男女共同参画」で検索）
からご覧ください
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【問合せ】福祉課 障がい福祉係　☎773・6667　Ｆ773・6723

ヘルプマーク・ヘルプカードを配布しています

外見では障がいなどがあると分からない人が、周囲の人の援助を求めやすくするため、ヘルプマークと
ヘルプカードを配布しています。
受取方法　配布窓口にお申し出ください。申込者１人につき、１枚を配布します。
※申込みは、本人か家族（支援者などの代理人可）に限ります
配布窓口　福祉課 障がい福祉係、大和・塩沢市民センター　費用　無料

義足や人工関節を使用している、心臓や呼吸器など体内に障がいがある、
妊娠初期など、外見では分からなくても援助や配慮を必要としている人たち
が、そのことを周囲の人に知らせることで援助を得やすくなるよう、作成さ
れたマークです。（赤字に白のプラスとハートのマーク）
ヘルプマークを身につけた人を見かけたら
電車やバスの中で、席をお譲りください

外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革につかまり続けるな
どの同じ姿勢を保つことが困難な人がいます。
災害時は、安全に避難するための支援をお願いします

視覚や聴覚などの障がいにより状況把握が難しい人、肢体不自由などによ
り自力で迅速な避難が困難な人がいます。

援助や配慮を必要としている人が、いざというときに必要な支援や配慮を周囲の人にお願いする
ためのカードです。あらかじめカードに「お願いしたいこと」を掲載しておき、災害や緊急の時、
周囲の人に手助けを求めたい時などに提示して手助けを求めることができます。
ヘルプカードを提示されたときは

カードに書かれている「お願いしたいこと」を確認し、内容に沿った支援をお願いします。

ヘルプマークとは

ヘルプカードとは

ヘルプマーク

ヘルプカードの中面 ヘルプカードの表面
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問
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

　
み
う
お
ぬ
ま

☎
７
７
０・１
３
３
１

Ｆ
７
７
０・０
９
８
０

　
魚
野
の
家

☎
７
７
０・０
８
５
７

日会費〆内定期資持時対他講問
・
申

Ｆ　T　U
R
L

南
魚
沼
幼
少
年
女
性
防
火
委
員

会
で
は
、防
火
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま

防
火
標
語
の
募
集

問
・
申
南
魚
沼
市
消
防
本
部

　
予
防
課☎７

８
２・５
３
３
０

Ｆ
７
８
２・１
９
８
９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
誌
に

掲
載
し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
は
中
止
や
延
期
・
内
容
が

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報
は
、
各
問
合
せ

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

催
し
・
講
座
・
募
集

問問合せ　申申込み　日日時　　期期間
時時間　　会会場　　対対象　　資資格
定定員　　費費用　　〆締切　　内内容
講講師　　相相談員　持持ち物　他その他
Ｆファックス　 メール

す
。優
秀
作
品
は
表
彰
し
記
念
品

を
贈
る
と
と
も
に
、令
和
５
年
度

の
防
火
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
火
災

予
防
に
活
用
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
応

募
く
だ
さ
い
。

一
般
の
部　
複
数
応
募
可

小
学
生
の
部　
学
校
経
由
で
募
集

応
募
方
法

様
式
は
自
由
。住
所
・
名
前（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（「
防
火
標
語
」で
検
索
）で
ご

応
募
く
だ
さ
い

応
募
先　
〒
９
４
９⊖

６
４
０
５

南
魚
沼
市
竹
俣
82⊖
２

南
魚
沼
市
消
防
本
部 

予
防
課

内　

南
魚
沼
幼
少
年
女
性
防
火

委
員
会
事
務
局

〆
９
月
９
日
㈮

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
同
じ

よ
う
な
経
験
や
苦
し
み
、
悩
み
を

共
有
す
る
人
た
ち
が
仲
間
と
し
て

互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
精
神
疾
患
や
精

神
障
が
い
を
持
つ
人
と
、
そ
の
家

族
や
支
援
者
を
対
象
に
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
理
解
を
深
め
、
相
手
の

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
２
期

対
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
や
簿

記
を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る

人
期
９
月
27
日
㈫
～
令
和
５
年
３
月

24
日
㈮

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
50

分
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
〔
十
日
町
市
伊
達

甲
９
６
０⊖

１
〕

定
18
人

費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
９
月
５
日
㈪

シ
ー
ケ
ン
サ（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）基
礎
コ
ー
ス

対
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
が
分
か
る

人
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

期
９
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

講
涌わ
く

井い 

幸ゆ
き

雄お

氏
（
厚
生
労
働
省

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
）

〆
９
月
15
日
㈭

Ｊ
Ｗ
︲
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
建
築
製
図

１
（
平
面
図
の
作
成
）

対
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
た
い

人
（
初
心
者
可
）

期
９
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

〆
９
月
１
日
㈭

初
め
て
の
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
体
験
講
座
２

対
マ
ウ
ス
操
作
・
キ
ー
ボ
ー
ド
入

力
が
で
き
る
人

期
10
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教

室
〔
魚
沼
市
佐
梨
６
３
１⊖

２
〕

定
12
人

費
４
，７
０
０
円

〆
９
月
29
日
㈭

話
を
「
聴
く
」
時
の
態
度
や
心
構

え
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

講
師
と
実
行
委
員
が
実
演
し
ま

す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
初

め
て
の
人
で
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。

日
９
月
22
日
㈭
・
30
日
㈮
、
10
月

７
日
㈮

　

午
後
０
時
45
分
～
４
時
15
分

※
講
座
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
３
日
間
ご
参

加
く
だ
さ
い

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

費
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。
テ

キ
ス
ト
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

申
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
う

お
ぬ
ま
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
９
月
７
日
㈬

講
相
川 

章
子
さ
ん
（
聖
学
院
大

学
教
授
）
ほ
か

ハ
レ
の
縁
側
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
座

～
経
験
を
語
ろ
う
・

　
聴
こ
う
・
共
有
し
よ
う
～

問
・
申
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

　
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５・７
９
４・２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

９
月
入
校
生
募
集



催
し・講
座・募
集

く
ら
し・相
談

健
康・福
祉

子
育
て・教
育

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

市報 みなみ魚沼　令和４年８月１日発行 6

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

防
火
対
象
物
の
収
容
人
数
が
一

定
規
模
あ
る
と
、
資
格
を
有
す
る

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

な
ど
、実
技
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
９
月
３
日
㈯　

　

午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
20
人

費
無
料

〆
８
月
27
日
㈯

※
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
実
技

の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い

防
火
管
理
者
を
定
め
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

第
１
回
開
催

日
９
月
13
日
㈫　

午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
、
９
月
14
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

定
40
人
（
先
着
順
）

第
２
回
開
催

日
12
月
６
日
㈫　

午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
、
12
月
７
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

定
35
人
（
先
着
順
）

費
１
，７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

収
容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
の

特
定
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者

は
、
５
年
以
内
に
再
受
講
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。

日
９
月
14
日
㈬　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

定
40
人
（
先
着
順
）

費
１
，４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

共
通
事
項

対
市
内
か
湯
沢
町
の
居
住
・
勤
務

者
会
塩
沢
公
民
館 

講
堂

受
付
期
間　
８
月
31
日
㈬
ま
で

※
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
か
各

消
防
署
ま
で
。申
し
込
み
時
に
、

証
明
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横

２･

４
㎝
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い

日会費〆内定期資持時対他講問
・
申

Ｆ　T　U
R
L

※事前申し込みが必要。申込者が少数の
時は、開講できない場合があります

問・申魚沼サンティックスクール
☎772・4554　Ｆ778・1158９月訓練コース受講生募集

コース名 実施期間 曜日 時間 
エクセル体験講座 ９/３ 土 13：00～16：00

パソコン体験講座

コース名 実施期間 曜日 時間 
メンタルヘルス研修 ９/15 木 9：00～15：00

セミナーコース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）

コース名 実施期間 曜日 時間 
２級電気工事施工管理技士（一次）試験対策 ９/12～10/17（全９回） 月・木

18：30～21：30
調理師 試験対策 ９/14～10/24（全10回） 月・水

パソコン エクセル基礎 ９/28～10/31（全９回） 月・水

２級土木施工管理技士（二次）試験対策 ９/30～10/21（全７回） 火・金

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）

受講料や申し込み方法など詳しくは、次のＱＲ
から確認するか、お問い合わせください。

安全衛生教育
コース名 実施期間 曜日 問・申

刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 ９/12 月 キャタピラー教習所株式会社 新潟教習センター
☎025・232・7611

問
・
申
南
魚
沼
市
消
防
本
部

　
警
防
課 
救
急
係

☎
７
８
２・５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

甲
種
防
火
管
理
新
規
・
再
講
習

問
・
申
消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２・５
３
３
０

　
南
魚
沼
市
消
防
署
大
和
分
署

☎
７
７
９・４
６
０
０

　
南
魚
沼
市
湯
沢
消
防
署

☎
７
８
４・３
３
７
７
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拉
致
問
題
や
特
定
失
踪
者
の
問

題
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
県
と
共
催
で

巡
回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
解
決
を
願
う
声

が
、
な
に
よ
り
も
強
い
力
に
な
り

ま
す
。
観
覧
は
無
料
で
す
。

会
大
和
公
民
館 

１
階
ロ
ビ
ー

期
８
月
18
日
㈭
～
30
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

展
示
内
容　
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
、

曽
我
ひ
と
み
さ
ん
の
母
ミ
ヨ
シ

さ
ん
ら
拉
致
被
害
者
や
特
定
失

踪
者
の
写
真
パ
ネ
ル

対
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
市
内

の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
中

学
校
在
学
時
に
市
内
に
住
ん
で

い
た
人
、
令
和
４
年
７
月
１
日

現
在
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

（
８
月
中
旬
に
、
対
象
者
へ
案

内
を
送
付
し
ま
す
）

※
式
典
は
、
大
和
・
六
日
町
・
塩

沢
地
区
合
同
で
行
い
ま
す

日
10
月
９
日
㈰　

午
後
２
時
開
式

（
受
付
：
午
後
１
時
～
１
時
50

分
）

会
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
開
催
方
法
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
新
の
情
報
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（「
南
魚
沼
市
成
人
式
」

８
月
29
日
㈪
か
ら
南
魚
沼
市
議

会
の
定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
本
庁
舎
３
階 

議
場

日
程
（
予
定
）

・
８
月
29
日
㈪
、
30
日
㈫

市
長
所
信
表
明
・
議
案
審
議

ほ
か

・
８
月
31
日
㈬
～
９
月
２
日
㈮

各
常
任
委
員
会

・
９
月
５
日
㈪
～
７
日
㈬

一
般
質
問

・
９
月
９
日
㈮
、
12
日
㈪
～
14
日

　

㈬一
般
会
計
決
算
審
議

・
９
月
16
日
㈮

委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議

傍
聴　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス

ク
の
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
お
願
い
し
ま
す
。

他
日
程
の
詳
細
と
一
般
質
問
の
通

告
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
一
般
質
問

当
日
に
、
通
告
内
容
を
ま
と
め

た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
宿

直
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す
。

※
正
式
な
日
程
は
、
８
月
19
日
㈮

に
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
が
記
者
会
見
な
ど
に
使
用
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
に
掲
載

メ
ニ
ュ
ー

・
手
作
り
ウ
イ
ン
ナ
ー

・
ほ
う
じ
茶
ド
ー
ナ
ッ
ツ

日
８
月
26
日
㈮

・
午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
宮
田 

悠
さ
ん

会
塩
沢
公
民
館 

調
理
実
習
室

費
１
，０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰

り
容
器
か
保
存
袋
（
ウ
イ
ン

ナ
ー
５
０
０
ｇ
程
度
が
入
る
も

の
）、
筆
記
用
具

※
持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す

定
各
部
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間

　

８
月
４
日
㈭
～
17
日
㈬

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

を
考
え
る
巡
回
パ
ネ
ル
展

問
市
民
課☎７

７
３・６
６
６
１

公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

広
告
募
集

問
・
申
秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

☎
７
７
３・６
６
５
８

市
議
会
９
月
定
例
会
の
開
催

問
議
会
事
務
局

☎
７
７
３・６
６
５
０

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
の
規
格

　

縦
２
ｍ
×
横
４
ｍ

広
告
の
規
格
・
数
量

・
区
画　

縦
50
㎝
×
横
50
㎝
、
４

色
フ
ル
カ
ラ
ー

・
数
量　

16
区
画
（
１
広
告
主
）

広
告
の
掲
載
位
置

市
公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

を
32
区
画
に
分
割
し
、
16
区
画
を

有
料
広
告
、
そ
の
他
を
市
の
区
画

と
し
て
、
交
互
に
配
置

広
告
の
掲
載
期
間

　

10
月
～
令
和
５
年
３
月

広
告
掲
載
料　
16
万
円（
６
か
月
）

募
集
数　
１
事
業
者
（
募
集
数
を

超
え
た
場
合
は
審
査
・
抽
選
）

〆
９
月
２
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

８
月
16
日
㈫　

午
後
５
時
15

分
（
期
限
以
降
に
提
出
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
12
月
定
例
会
で
の
審

議
と
な
り
ま
す
）

問
総
務
課（
成
人
式
担
当
）

☎
７
７
３・６
６
６
０

syomu@city.minamiuonuma.

　

lg.jp

令
和
４
年
度 

成
人
式

で
検
索
）
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

成
人
式
を
一
緒
に
運
営
し
ま
せ
ん
か

式
の
司
会
進
行
や
受
け
付
け
な

ど
、
運
営
の
一
部
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
新
成
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
１
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

問
・
申
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２・０
１
０
０

◆の部分に広告を掲載します
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商
品
開
発
か
ら
販
路
拡
大
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
形
式
で
学
び
、
グ
ラ
ン
プ

リ
を
め
ざ
し
ま
す
。

対
象
事
業
者　
異
業
種
連
携
、
商

品
開
発
、
販
路
拡
大
に
取
り
組

み
た
い
生
産
者
、
加
工
・
販
売

者
、
飲
食
、
も
の
づ
く
り
、
観

光
関
連
事
業
者
な
ど

募
集
条
件　
す
べ
て
の
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
で
き
る
事
業
者

セ
ミ
ナ
ー　
全
５
回

第
１
回
目　

８
月
24
日
㈬

※
２
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

会
南
魚
沼
市
事
業
創
発
拠
点

申
次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
み
、
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
送
信

〆
８
月
18
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ク
ラ
フ
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
総
数
50
台
以

上
が
日
替
わ
り
で
出
店
し
ま
す
。

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
設
置
も
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

期
８
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰

時
各
日
午
後
４
時
30
分
～
８
時
30

分
会
道
の
駅 

南
魚
沼
雪
あ
か
り〔
下

一
日
市
８
５
５
〕

他
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
出
店

者
や
最
新
の
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（「
南
魚
沼
ナ
イ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い

②
空
メ
ー
ル
送
信
後
、
す
ぐ
に

「
登
録
メ
ー
ル
」
が
届
き
ま
す
。

本
文
に
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
登
録

ペ
ー
ジ
に
接
続

③
登
録
ペ
ー
ジ
で
、
居
住
地
域
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、
登
録
ボ

タ
ン
を
押
す

受
信
確
認

毎
月
１
日
の
正
午
に
、
試
験
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
が

届
か
な
い
人
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
設

定
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
を
行
っ
て
い

る
人
は@

raiden2.ktaiw
ork.

jp

の
ド
メ
イ
ン
が
受
信
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
受
け

取
る

友
達
追
加
方
法

①
次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
む
か
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
Ｉ
Ｄ
検
索
を

す
る

※
Ｉ
Ｄ
：＠

m
-uonum

a

（
ア
カ

ウ
ン
ト
名
：
南
魚
沼
市
）

②
表
示
さ
れ
る
画
面
の
追
加
ボ
タ

ン
を
押
す

③
友
達
の
追
加
が
完
了

市
が
発
信
す
る
情
報

・
災
害
や
国
民
の
保
護
に
関
す
る

情
報

・
地
震
や
気
象
に
関
す
る
情
報

・
避
難
に
関
す
る
情
報

・
防
災
啓
発
に
関
す
る
情
報

防
災
メ
ー
ル
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

運
用原

則
と
し
て
発
信
の
み
行
い
、

返
信
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。
担
当

課
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

他
運
用
方
針
に
つ
い
て
は
、
市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
防
災
情
報

発
信
」
で
検
索
）
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
登
録
や
情
報
の
受
信
な
ど
に
か

か
る
通
信
料
は
、
個
人
の
負
担

と
な
り
ま
す

防
災
メ
ー
ル
で
情
報
を
受
け
取
る

登
録
方
法

①
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

空
メ
ー
ル
（
件
名
、本
文
な
し
）

を
送
信

bousai.m
inam

iuonum
a-city@

raiden2.ktaiw
ork.jp

※
次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
む
と
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を

取
得
で
き
ま
す

令
和
４
年
度
の
南
魚
沼
市
民
総

合
防
災
訓
練
の
日
は
９
月
第
１
日

曜
日
で
す
。

各
家
庭
や
地
域
で
も
例
を
参
考

に
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
当

日
は
、
市
内
全
域
で
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
ま
す
。ま
た
、緊
急
速
報
メ
ー

ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
か
ら
防
災
情

報
を
発
信
し
ま
す
。
災
害
・
火
災

な
ど
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
９
月
４
日
㈰

　

午
前
８
時
～
正
午

訓
練
の
例

・
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
避
難

経
路
の
確
認

・
行
政
区
内
の
連
絡
網
な
ど
を
活

用
し
た
情
報
伝
達
訓
練

・
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
訓
練

・
備
蓄
し
て
い
る
防
災
用
品
の
確

認
な
ど

防
災
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

市
内
の
防
災
情
報
を
迅
速
に
お

知
ら
せ
す
る
防
災
メ
ー
ル
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
の
入
手
手
段
の
一
つ

と
し
て
、ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

☎
７
７
３・６
６
６
５

に
っ
ぽ
ん
の
宝
物「
セ
ミ
ナ
ー
＆

グ
ラ
ン
プ
リ
」参
加
事
業
者
募
集

南
魚
沼
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

問
南
魚
沼
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
実
行
委
員
会

☎
０
９
０・３
５
９
６・４
４
５
７

南
魚
沼
市
民
総
合
防
災
訓
練

問
総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３・６
６
６
０
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に
地
域
の
筋
力
づ
く
り
教
室
に

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
で
き
る
人

定
15
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
無
料

〆
８
月
31
日
㈬

内
介
護
予
防
と
筋
力
づ
く
り
に
必

要
な
知
識
や
技
術
と
、
教
室
参

加
者
へ
の
指
導
方
法
を
学
び
ま

す
。

講
関
口 

陽
子
さ
ん
（
エ
リ
ア
・

ド
ゥ
21
健
康
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

介
護
予
防
を
目
的
に
、
地
域
の
集

会
所
な
ど
で
筋
力
づ
く
り
教
室
を

開
催
し
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体

操
」
を
地
域
住
民
に
教
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
自
分
の
健
康
づ

く
り
も
兼
ね
て
、
地
域
で
活
躍
し

ま
せ
ん
か
。

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
は
、
関

節
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
足
腰
に

痛
み
が
あ
る
人
も
無
理
な
く
筋
力

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
、「
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
で
き

る
」
体
操
で
す
。

日
９
月
27
日
㈫
、
10
月
４
日
㈫
・

11
日
㈫
・
18
日
㈫
・
25
日
㈫
、

11
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫
・
15
日

㈫
・
24
日
㈭
・
29
日
㈫（
全
10
回
）

時
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
ホ
ー
ル

対
月
～
金
曜
日
の
日
中
、
定
期
的

県
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
５
人

１
組
で
、
１
０
０
日
間
の
無
事

故
・
無
違
反
を
め
ざ
し
ま
す
。
高

齢
者
が
交
通
事
故
に「
あ
わ
な
い
」

「
起
こ
さ
な
い
」
た
め
の
取
り
組

み
で
す
。達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
、

抽
選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。

※
運
転
免
許
が
な
い
人
も
参
加
可

期
９
月
23
日（
金
・
祝
）～
12
月
31

日
㈯
の
１
０
０
日
間

費
１
チ
ー
ム　

５
０
０
円

〆
８
月
19
日
㈮

申
南
魚
沼
交
通
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
が
あ
る
５
人
１
組

で
、
１
０
０
日
間
の
無
事
故
・
無

違
反
を
め
ざ
し
ま
す
。
県
内
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
が
参
加

で
き
ま
す
。
達
成
し
た
チ
ー
ム
に

は
、
抽
選
で
旅
行
券
や
温
泉
宿
泊

券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

期
９
月
23
日（
金
・
祝
）～
12
月
31

日
㈯
の
１
０
０
日
間

費
１
チ
ー
ム　

１
，０
０
０
円

開
催
日　
10
月
９
日
㈰

魚
沼
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参

加
者公

園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
表

す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

定
15
チ
ー
ム

費
無
料

申
代
表
者
の
住
所
・
名
前
・
電
話

番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

書
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演

時
間
な
ど
の
調
整
あ
り

テ
ン
ト
村
出
店
者

対
市
内
に
住
所
が
あ
る
18
歳
以
上

の
個
人
か
、
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
・
団
体
な
ど

注
意

・
出
店
位
置
：
実
行
委
員
会
が
指

定
（
中
央
駐
車
場
を
予
定
）

・
区
画
：
５
．４
ｍ
×
３
．６
ｍ
（
予

定
）

・
酒
類
の
販
売
は
不
可

定
15
区
画
（
先
着
順
）

費
テ
ン
ト
有
り
：
１
０
，０
０
０

円
、テ
ン
ト
無
し
：
５
，０
０
０

円
、移
動
販
売
車
：
５
，０
０
０

円
、水
道
使
用
料（
希
望
者
）：

１
，０
０
０
円
、電
気
使
用
料

（
希
望
者
）
：
１
，０
０
０
円

申
代
表
者
の
住
所
・
名
前
・
電
話

番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
出
店

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

対
市
内
に
住
所
が
あ
る
18
歳
以
上

の
個
人
か
、
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
・
団
体
な
ど

注
意

・
出
店
位
置
：
実
行
委
員
会
が
指

定
（
中
央
駐
車
場
の
西
側
歩
道

上
を
予
定
）

・
区
画
：
間
口
３
ｍ
（
予
定
）、

１
人
（
組
）
に
つ
き
１
店
舗

・
雨
天
時
の
準
備
、
販
売
に
必
要

な
机
・
イ
ス
・
テ
ン
ト
な
ど
の

機
材
は
各
自
で
用
意
（
主
催
者

側
で
テ
ン
ト
な
ど
は
設
置
し
ま

せ
ん
）

・
食
料
品
、
生
き
物
は
販
売
不
可

定
25
区
画
（
先
着
順
）

費
１
区
画
あ
た
り
１
，０
０
０
円

申
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
出
店

位
置
や
駐
車
場
な
ど
、
詳
し
く

は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

共
通
事
項

〆
８
月
31
日
㈬

〆
８
月
31
日
㈬

申
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他
申
込
書
は
環
境
交
通
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。（
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
申
込
書
の
請
求
可
）

問
・
申
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商

工
観
光
課 
商
工
振
興
班
）

☎
７
７
３・６
６
６
５

Ｆ
７
７
３・６
７
１
０

第
18
回 

八
色
の
森
市
民

ま
つ
り
参
加
者
募
集

問
安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
１
０
０
実
行
委
員
会
事
務

　
局
（
県
庁
内
）

☎
０
２
５・２
８
０・５
１
３
６

「
安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
０
０
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

問
南
魚
沼
交
通
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３・６
５
２
４

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ・チ
ャ
レ
ン

ジ
１
０
０
」参
加
チ
ー
ム
募
集

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座 

受
講
者
募
集

問
・
申
介
護
保
険
課

☎
７
７
３・６
６
７
５
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こ
の
機
会
に
現
代
詩
に
ふ
れ
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
９
月
12
日
・
26
日
、10
月
10
日
・

24
日
の
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

受
付
期
間　
８
月
31
日
㈬
ま
で

会
塩
沢
公
民
館 

第
一
学
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
田た

嵜さ
き 

芳か
お
る作
さ
ん

費
無
料

内
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど

か
ら
始
め
、
す
こ
し
で
も
楽
な

気
持
ち
で
人
と
話
が
で
き
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
８
月
18
日
㈭
（
毎
月
第
３
木
曜

日
）　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

39
歳
の
若
者

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
８
月
12
日
㈮

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用

い
た
救
急
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
９
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

会
塩
沢
公
民
館

費
１
，５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
）

〆
８
月
29
日
㈪

定
８
人
（
先
着
順
）

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　
新
潟
県
赤
十
字
安
全
奉
仕

団
南
魚
沼
分
団

他
団
員
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す

「
新
潟
県
男
女
平
等
社
会
の
形

成
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
規

定
に
基
づ
き
、
性
別
に
よ
る
差
別

的
な
取
り
扱
い
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
）
に
関
す
る
相

談
を
は
じ
め
、
家
庭
関
係
、
職
場

の
人
間
関
係
、
生
き
方
、
結
婚
・

離
婚
な
ど
幅
広
い
分
野
の
相
談
に

専
任
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
男
性
も

女
性
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。

会
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

〔
新
潟
市
中
央
区
上
所
２⊖

２⊖

２
〕

一
般
相
談　
電
話
か
対
面
に
よ
る

相
談
（
対
面
相
談
は
要
予
約
）

受
付　
月
～
金
曜
日
：
午
前
11
時

～
午
後
５
時
30
分
、
土
曜
日
：

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

法
律
相
談　
対
面
か
電
話
に
よ
る

相
談
（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）

受
付　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

（
時
間
は
要
問
合
せ
）

こ
こ
ろ
の
相
談　
対
面
か
電
話
に

よ
る
相
談（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）

受
付　
毎
月
１
回
（
日
時
は
要
問

合
せ
）

い
い
汗
を
流
し
て
ス
ト
レ
ス
発

散
。
初
心
者
で
も
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
講
座
も
受
付
期
間
は

８
月
26
日
㈮
ま
で

歩
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
（
後
期
）

会
塩
沢
公
民
館 

多
目
的
室

期
９
月
13
日
～
11
月
15
日
の
火
曜

日
（
全
10
回
）

時
午
後
８
時
～
９
時

費
５
，０
０
０
円
／
10
回

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
後
期
）

会
塩
沢
公
民
館 

講
堂
ほ
か

期
９
月
７
日
～
11
月
９
日
の
水
曜

日
（
全
10
回
）

時
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

費
５
，０
０
０
円
／
10
回

エ
ア
ロ
＆
ヒ
ッ
プ
ア
ッ
プ

会
塩
沢
公
民
館 

多
目
的
室

期
９
月
８
日
～
11
月
10
日
の
木
曜

日
（
全
10
回
）

時
午
後
８
時
～
９
時

持
敷
マ
ッ
ト

講
舘
野 

明
子
さ
ん

費
５
，０
０
０
円
／
10
回

手
話
わ（
朝
）後
期（
初
心
者
向
け
）

会
塩
沢
公
民
館 

視
聴
覚
室

期
10
月
18
日
～
令
和
５
年
３
月
７

日
の
原
則
第
２
・
第
４
火
曜
日

（
月
２
回
、
全
10
回
）

時
午
前
９
時
～
10
時

費
４
，０
０
０
円
／
10
回
（
別
途

資
料
代
の
負
担
あ
り
）

手
話
わ（
夜
）後
期（
初
心
者
向
け
）

会
塩
沢
公
民
館 

視
聴
覚
室

期
10
月
21
日
～
令
和
５
年
３
月
10

日
の
原
則
第
１
・
第
３
金
曜
日

（
月
２
回
、
全
10
回
）

時
午
後
６
時
～
７
時

費
４
，０
０
０
円
／
10
回
（
別
途

資
料
代
の
負
担
あ
り
）

ボ
ー
ル・エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
後
期
）

会
塩
沢
公
民
館 

和
室

期
９
月
２
日
～
12
月
16
日
の
第

１
・
第
３
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

持
敷
マ
ッ
ト
、
あ
れ
ば
ボ
ー
ル

費
７
，０
０
０
円
／
８
回

成
人
講
座
参
加
者
募
集

問
・
申
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２・０
１
０
０

講
座
「
詩う
た
を
つ
く
る
」

参
加
者
募
集

問
・
申
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２・０
１
０
０

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

問
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
地
域
福
祉
係
）

☎
７
７
３・６
９
１
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談

　
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・１
９
５
１

問
新
潟
県 

知
事
政
策
局

　
政
策
企
画
課 

男
女
平
等・

　
共
同
参
画
推
進
室

☎
０
２
５・２
８
０・５
７
８
７

新
潟
県
男
女
平
等
推
進
相

談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

く
ら
し
・
相
談
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相
続
登
記
が
行
わ
れ
ず
、
所
有

者
が
分
か
ら
な
い
土
地
や
空
き
家

が
増
え
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相

続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
登
記
を
し
な
い
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
土
地

や
建
物
を
相
続
し
た
ら
、
相
続
登

記
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

何
ら
か
の
理
由
で
相
続
登
記
が

完
了
し
て
い
な
い
場
合
は
、
法
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
庭
・
親
族
・
近
隣
間
の
悩
み

や
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
相
談
、
い
じ
め
や
あ

ら
ゆ
る
差
別
問
題
の
相
談
に
人
権

擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

９
月
３
日
㈯

会
湯
沢
町
公
民
館
〔
湯
沢
町
大
字

湯
沢
２
８
２
２
〕

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

持・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
な
ど
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る

人
）

※
顔
写
真
は
窓
口
で
撮
影
し
ま
す

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
来
庁
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、延
長
窓
口
・

日
曜
窓
口
も
行
っ
て
い
ま
す
。

延
長
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

　

８
月
10
日
・
24
日

　

９
月
７
日
・
21
日

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

日
曜
窓
口

　

８
月
7
日
・
28
日

　

９
月
11
日
・
25
日

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

予
約　
不
要

※
カ
ー
ド
の
交
付
は
原
則
３
日

前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

（
当
日
申
し
込
み
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）持
ち
物
は

申
請
時
と
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
７
日
㈬

会
守
門
公
民
館
〔
魚
沼
市
須
原

５
２
０
〕

共
通
事
項

相
人
権
擁
護
委
員

時
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
：
午

後
３
時
ま
で
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
時

か
交
付
時
に
希
望
を
添
え
て
伝
え

て
く
だ
さ
い
。す
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
も

対
象
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
申
請
窓
口
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。（
ケ
ー
ス
は
な
く
な
り

次
第
終
了
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
方
法

申
請
窓
口　
本
庁
舎
市
民
課
、
大

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２・２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２・２
１
６
４

問
市
民
課☎７

７
３・６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
人
に
カ
ー
ド
ケ
ー
ス

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

川で遊ぶときは急な増水に注意しましょう
問新潟県 河川管理課　☎025・280・5414

新潟県 砂防課　　　☎025・280・5424

※登録や情報受信
などにかかる通
信料は、個人の
負担となります

新潟県防災ナビの
使い方や詳しくは
こちらから▶

アプリのダウ
ンロードはこ
ちらから▶

川で遊ぶときは、急な増水に備え、遊ぶ場所とその上流部の河川水位や降雨状況、土砂災害危険
度や危険な場所をあらかじめ確認しておきましょう。

河川水位などの各種情報は、新潟県公式アプリ「新潟県防災ナビ」をダウンロードして確認する
ことができます。ぜひ、ご活用ください。

こんなときはすぐに避難
・雨が降り始めた、注意報・警報が出た
・雨が降っているのに水位が下がっている

・木や落ち葉が流れている、水が濁っている
・山鳴りがする、山のほうが曇っている
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市では新たなごみ処理施設の建設整備に向け、ごみ減量への意識をさらに高め、一層のごみの減量化に
取り組むきっかけづくりとして、「ごみの減量化やリサイクル」のために家庭で取り組んでいる工夫やアイ
デアを募集しました。みなさんから寄せられたアイデアから、家庭でもできる取り組みを紹介します。ぜ
ひ参考にしていただき、ごみの減量化と資源化に引き続きご協力をお願いします。

問新ごみ処理施設整備室　☎782・0263

市民のみなさんから寄せられた「ごみ減量化への工夫やアイデア」を紹介します

新
潟
地
方
法
務
局
と
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
８
月

26
日
㈮
～
９
月
１
日
㈭
を
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

と
し
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁

護
委
員
が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す

る
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

土
・
日
曜
日
も
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日・
８
月
26
日
㈮
、
29
日
㈪
～
９
月

１
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
８
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

内
い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
、

広
く
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

相
談

相
談
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通・フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
不
可

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２・２
１
６
４

ごみを減らす工夫は小さなことから！
　ごみ処理には電気や燃料などのエネルギーを
消費し、環境にも影響を与えます。ごみの減量や
リサイクルは、身近でだれでもできる環境保護
活動です。将来に向けて美しい環境を残すため、
小さなことでもできることから始めましょう。

「余計なもの」を買わない
　ごみは、結局買ってくるものなので、買わな
いことが一番のごみの減量法だと思います。も
のを買う代わりに、なるべく頭と手を動かして
ごみの減量やエコライフを楽しんでいます。

「ヘチマたわし」を使用しています
　合成繊維のスポンジは
マイクロプラスチックを
出してしまうので使わな
いことにしています。
　ヘチマなら、破片が流
れても天然素材なので安心ですし、最後は土に
戻せばごみになりません。

「生ごみコンポスト」を使用しています
　夏は畑にたい肥枠を置いて生ごみをたい肥化
し、冬は段ボールコンポストや電気式の生ごみ
処理機（肥料化）などを試しています。
　生ごみをきちんと
分別することで、燃
えるごみを出す頻度
は、月１回（45リッ
トル指定袋）程度で
済んでいます。

▲ダンボールコンポスト 「着なくなった着物」を再利用しています
　着物に使われているシルクは
貴重なので服にリメイクした
り、汚れが気になるものは細く
切って裂き編みにしたり、最後
は「はたき」にするなど、とこ
とんリサイクルを行っていま
す。

はたきにリメイク▶

「リメイクの封筒」を使用しています
　古いカレンダーや大判の封筒のきれいな部分
を使って、小型の封筒に
リメイクして郵便物など
を出しています。

リメイクした封筒▶
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ごみにしない！　　　　
3Ｒ推進コーナー

家庭用生ごみ処理機とは
家庭用生ごみ処理機は、季節を問わず使用でき、ごみの

減量に役立ちます。
生ごみを乾燥させて減量化する「乾燥式」、堆肥にリサ

イクルする「バイオ式」、乾燥式とバイオ式の両方の方式
を取り入れた「ハイブリッド式」があります。
※電気を使わない「コンポスト」で生ごみを堆肥化する方

法もあります（補助対象外）

※この表は各メーカーの資料やウェブサイトをもとに分類したものです。機種の性能や価格など詳し
くは、各メーカーや販売店にご確認ください

　家庭から出る生ごみの減量化と資源化を推進するため、購入費用を補助しています。
※購入前の申請が必要です。ご注意ください
対象者　市内に住所があり、電気式生ごみ処理機を購入して生ごみの減量化・堆肥化を行う人
対象機種　電気で生ごみを減量化・堆肥化する処理機
補助金額　購入費の１／３以内（限度額２万円、1,000円未満は切捨て、１世帯１台まで）
※購入費には、配達料や別売りの付属品、工事費などは含まない
受付窓口　廃棄物対策課、総合窓口（本庁舎）、大和・塩沢市民センター
申請方法
①受付窓口にある申請書（市ウェブサイトからダウンロード可）を記入のうえ、見積書の写し、カタログ
（仕様書）を添付して申請してください。

②市から交付決定通知書が届いたら、生ごみ処理機を購入してください。
③購入後は、実績報告書に保証書と領収書の写しを添付して受付窓口に提出してください。
④市で実績報告書を確認後、指定の口座に補助金を振り込みます。（おおむね１か月かかります）

メリット
・ごみの減量化により、ごみ袋が軽くな

り、ごみ出しの負担が減ります。
・キッチンの生ごみのニオイが抑えられ

ます。
・生ごみを堆肥化した場合、有機肥料と

して家庭菜園などに利用できます。

家庭用生ごみ処理機の購入費補助
電動生ごみ処理機で、家庭の生ごみ
減量に取り組んでみませんか

問廃棄物対策課　☎782・0339

種類 乾燥式 バイオ式 ハイブリッド式

処理方法 ごみを温風などで乾燥処理
し、１／７に減量

ごみを微生物によって分解
し、１／ 10に減量

ごみをある程度乾燥させて
から微生物で分解し、１／
10に減量

電気代 バイオ式と比べてかかる 乾燥式と比べてかからない 乾燥式とバイオ式の中間

メリット
・省スペースで、室内向け
・臭いが少ない
・虫が発生しない

・堆肥を作る場合に向いて
いる

・静音性に優れる

・乾燥式とバイオ式に比べ
て、堆肥化する時間が短
い

デメリット
・バイオ式とハイブリッド

式に比べて、堆肥化に時
間がかかる

・乾燥式とハイブリッド式
に比べて、臭いが強い

・バイオチップが必要

・乾燥式とバイオ式に比べ
て、本体価格が高い

・本体が比較的大きく、ス
ペースが必要

価格 ２～８万円 ２～９万円 ６～12万円

電気式生ごみ処理機の種類と特徴

購入費補助制度
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あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
臨
床
心

理
士
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
・

高
等
学
校
不
登
校
な
ど
に
悩
む
義
務
教

育
終
了
～
39
歳
の
若
者
ま
た
は
家
族

日
８
月
24
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

〆
８
月
16
日
㈫

申
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間

を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、
事
前
に
支
援

員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

※
支
援
員
と
の
相
談
は
随
時
受
付
中

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
の
相
談
。

日
８
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
８
月
17
日
㈬　

正
午

申
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受
付
：
午

前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

高
次
脳
機
能
障
が
い
は
、
外
見
か
ら
で

は
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
本
人
や
家
族
は

戸
惑
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
日
ご
ろ
の
悩
み
や

思
い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

対
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族

定
15
人

日
８
月
18
日
㈭　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〔
新
潟
市
中

央
区
上
所
２︲

２︲

３　

新
潟
市
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
ハ
ー
ト
館
１
階
〕

費
無
料

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
８
月
10
日
㈬

※
令
和
４
年
度
か
ら
初
め
て
参
加
を
希
望

し
、こ
れ
ま
で
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、８
月

４
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

臨
床
心
理
士
に
よ
る「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

問
・
申
子
ど
も・若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・１
９
５
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２・２
５
４
１

高
次
脳
機
能
障
が
い
者「
家
族
の
つ
ど
い
」

問
・
申
新
潟
県
高
次
脳
機
能
障
害
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５・２
８
０・０
１
１
４

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

健
康
・
福
祉

　これから接種を希望する人は、早めの接種をご検討ください。
新型コロナワクチン接種は９月30日㈮で終了となります

問新型コロナワクチン接種対策室　☎775・7114

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種情報

予約できる接種 対象者 予約方法
初回接種（１回目・２回目）
※５歳～11歳の小児集団接種は

次の①・②で終了
①１回目：８月28日㈰
　２回目：９月18日㈰
②１回目：９月４日㈰
　２回目：９月25日㈰

５歳以上 南魚沼市新型コロナワクチンコールセンターに
電話か市ウェブサイトで予約

追加接種（３回目） 12歳以上

追加接種（４回目）

60歳以上 予約不要（市が日時・会場を指定してお知らせ）
※３回目接種を市外で受けた人は予約が必要

18歳以上60歳未
満の基礎疾患な
どを有する人　

①市ウェブサイトか大和・塩沢市民センター、
保健課で接種券を申請　※〆８月31日㈬

②接種券が届いたら、南魚沼市新型コロナワク
チンコールセンターに電話で予約

南魚沼市新型コロナワクチンコールセンター　☎775・7303（受付：毎日９：00～17：00）
※週の初めや午前は電話が混み合うため、つながりにくい場合があります
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障
が
い
者
や
難
病
患
者
な
ど
に
対
し
て

福
祉
用
具
を
給
付
し
ま
す
。
給
付
は
、
補

装
具
と
日
常
生
活
用
具
の
２
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
用
具
の
品
目
は
障
が
い
の
種

類
や
程
度
に
よ
り
ま
す
。

品
目
ご
と
に
基
準
額
が
あ
り
、
原
則
と

し
て
基
準
額
（
見
積
額
が
基
準
額
を
下
回

る
場
合
は
見
積
額
）
の
１
割
の
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。（
所
得
に
応
じ
た
負
担
上

限
額
あ
り
）

注
意
点

・
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

・
介
護
保
険
制
度
で
福
祉
用
具
の
貸
与
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
対
象
外
。

・
必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
装
具
の
給
付

身
体
障
が
い
児
・
者
の
身
体
の
欠
損
や

損
な
わ
れ
た
身
体
機
能
を
補
完
・
代
替
す

る
用
具
の
購
入
、
修
理
、
借
受
け
に
必
要

な
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

補
装
具
の
例

義
肢
（
義
手
、
義
足
）、
装
具
（
上
肢
、

体
幹
、下
肢
）、視
覚
障
が
い
者
用
安
全
杖
、

義
眼
、
眼
鏡
、
歩
行
器
、
補
聴
器
、
車
い

す
、
座
位
保
持
装
置
、
重
度
障
が
い
者
用

意
思
伝
達
装
置
ほ
か

対
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

障
が
い
者
の
福
祉
用
具
を
給
付
し
ま
す

問
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

Ｆ
７
７
３・６
７
２
３

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日
髙橋 ※ 田　中 松　田 髙　橋 髙橋 ※ 休診 休診

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日
髙橋 ※ 田　中 田　中 休　診 髙橋 ※ 福本 休診 休診

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
髙橋 ※ 田　中 髙　橋 髙　橋 髙橋 ※ 休　診 休診

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
休　診 田　中 松　田 田　中 髙橋 ※ 髙橋 休診 休診

29日 30日 31日 午前のみ自宅まで送迎します。 （原則、城内・五十沢・
大巻・大崎地区）電話か窓口でお申し込みください。髙橋 ※ 田　中 松　田

８月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 午前：月～土曜日　〈受付〉８：00～11：00　〈診療〉９：00～ 

午後：火～木曜日　〈受付〉12：30～15：00　〈診療〉13：30～

◎来院時はマスクの着用をお願いします。 問城内診療所　☎775・2009
※月・金曜日の午後は新型コロナワクチン接種のため休診となります

る
人
、
難
病
患
者
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
、
補
装
具
費
支
給
意
見
書
、
見

積
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
難
病
患
者
な

ど
は
診
断
書
か
特
定
医
療
費
受
給
者
証
も

必
要
）

日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

在
宅
で
生
活
す
る
障
が
い
児
・
者
と
難

病
患
者
に
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
例

・
視
覚
障
が
い
：
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
、
時

計
な
ど

・
聴
覚
障
が
い
：
屋
内
信
号
装
置
、
通
信

装
置
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）、
人
工
内
耳
用

電
池
な
ど

・
肢
体
不
自
由
：
体
位
変
換
器
、
訓
練

ベ
ッ
ド
な
ど

・
呼
吸
器
機
能
障
が
い
：
ネ
ブ
ラ
イ

ザ
ー
、
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、
酸
素
ボ

ン
ベ
運
搬
車

・
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
機
能
障
が
い
：
ス

ト
ー
マ
用
装
具

・
知
的
障
が
い
：
頭
部
保
護
帽

対
在
宅
の
心
身
障
が
い
児
・
者
、
難
病
患

者
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
、
見
積
書
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の

写
し
、身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳（
難

病
患
者
な
ど
は
診
断
書
か
特
定
医
療
費
受

給
者
証
も
必
要
）
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成（
県
障
）

の
新
し
い
受
給
者
証
を
、
対
象
者
に
８
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
（
県
障
）

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
、
い
ず
れ
か
の
交
付
が
あ
る
人
に
新
潟

県
が
医
療
費
助
成
を
行
う
制
度
で
す
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

魚
沼
吹
奏
楽
団
が
、
童
謡
な
ど
の
楽
し

い
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

日
８
月
27
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
（
受

付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

費
１
人
10
円
（
保
険
料
）

９
月
１
日
㈭
か
ら
使
用
す
る

県
障
の
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

問
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３・６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

令
和
４
年
度
合
同
学
級

「
お
ん
が
く
だ
い
す
き
」

問
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
民
会
館
内
）

☎
７
７
３・６
６
３
０

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認 

エ
イ
ブ
ル
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｉ
カ
ッ
プ

第
₃₄
回
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
大
会

対
０
歳
～
入
園
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
・
家
族
な
ど

定
15
組
（
先
着
順
。
１
組
３
人
ま
で
）

申
市
民
会
館
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

整
理
券
配
布
期
間　
８
月
17
日
㈬
ま
で

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

南
魚
沼
市
縦
断
駅
伝
大
会
に
協
賛
い
た

だ
け
る
企
業
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
賛
金
は
、
大
会
運
営
費
や
入
賞
商
品
な

ど
の
購
入
に
活
用
し
ま
す
。

大
会
期
日　
10
月
23
日
㈰

参
加
人
数　
選
手
：
約
８
０
０
人
、

　

役
員
：
約
３
０
０
人

協
賛
金　
１
口 

１
１
，０
０
０
円
～

協
賛
特
典　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
広
告

掲
載
、
選
手
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
企

業
・
団
体
名
掲
載
な
ど

申
申
込
書
を
大
会
事
務
局（
市
民
会
館
内
）

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〆
９
月
２
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
駅

伝
大
会
協
賛
募
集
」
で
検
索
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

南
魚
沼
市
縦
断
駅
伝
大
会
協
賛
募
集

問
・
申
南
魚
沼
市
縦
断
駅
伝
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局（
市
民
会
館
内
）

☎
７
７
３・６
６
３
０

広
大
な
南
魚
沼
の
自
然
の
中
で
躍
動
す

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
の
勇
姿
を
ぜ

ひ
、
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
８
月
28
日
㈰　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

会
石
打
丸
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
〔
石
打
１
０
３
９

番
地
３
〕

※
公
共
交
通
機
関
で
は
来
場
で
き
ま
せ

ん
。
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
お

こ
し
く
だ
さ
い

競
技
種
目　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
（
ノ

ー
マ
ル
ヒ
ル
Ｈ
Ｓ
86
ｍ
、
Ｋ
＝
80
ｍ
）

組
別　
男
子
組
（
少
年
・
成
年
）、
女
子

組
他
当
日
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
こ

し
く
だ
さ
い
。



１

２

３

５

６

７

８

4

国際町

八色の森公園

穴地新田

大崎

水尾

麓

下原新田

下原

長森新田

新堀新田

二日町美佐島

八幡

西泉田

長表
三郎丸

早川

中野

中子新田

舞子

姥島

小木六
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区　　　　間 距離
第１区 大原運動公園～元店建設倉庫前〔中野〕 5.5㎞

第２区 元店建設倉庫前〔中野〕～
 東川橋右岸下流〔早川〕3.2㎞

第３区 東川橋右岸下流〔早川〕～ 
 六日町大橋付近河川敷 4.4㎞

第４区 六日町大橋付近河川敷～ 
 六日町給食センター前〔二日町〕3.7㎞

第５区 六日町給食センター前〔二日町〕～
 あおば保育園前〔泉〕3.0㎞

第６区 あおば保育園前〔泉〕～肉の片山前〔水尾〕 3.5㎞

第７区 肉の片山前〔水尾〕～
ＮＮＣエンジニアリング前〔穴地〕 3.7㎞

第８区 ＮＮＣエンジニアリング前〔穴地〕～
 大和公民館 5.3㎞

交通規制 時　間

１

通行止め
８：30～
10：00

２

通行止め
８：45～
10：15

３

通行止め
９：30～
10：30

4

渋滞区間
９：30～
11：00

５

通行止め
９：30～
11：00

6

通行止め
９：45～
11：30

7

通行止め
10：00～
11：30

8

通行止め
10：30～
12：00

交通規制によりご不便を
おかけしますが、事故が
起きないよう、ご協力を
お願いします。

８

第18回
南魚沼市縦断駅伝大会
参加チーム募集

10月23日日 

美佐島美佐島美佐島

コ ー ス　８区間（全長32.3㎞）
チーム編成　選手８人　補欠３人以内　役員３人
　　　　　　（選手と役員の兼務不可）
参 加 資 格　○中学生以上
　　　　　　○南魚沼市・湯沢町の在住・在勤・
　　　　　　　在学者で編成されたチーム
部 門　一般の部、女子の部、男女混成の部
参 加 費　１チーム 16,000円
参 加 上 限　110チーム（応募多数の場合は抽選）
申 込 期 間　９月２日㈮まで
申 込 窓 口　生涯スポーツ課（市民会館内）、
　　　　　　大和公民館、塩沢公民館、
　　　　　　ディスポート南魚沼

※新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、開閉会式
は行いません。また、感染
症の拡大状況による大会中
止の場合、参加費の返金は
行いません

問南魚沼市縦断駅伝実行委員会事務局　☎773・6630
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８月の特別営業
日曜日・祝日、13日㈯・15日㈪・16日㈫は、時間を延長して営業します。

・プール 10：00～18：00　・トレーニングルーム、アリーナ、ランニングトラック ９：00～18：30

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949‒6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

ディスポート南魚沼
  ８月の休館日 　　　

29日㈪

・保険料は、年会費・受講料に含まれます（当該教室時のみ有効）
・受講料のほかにプール入場料が別途必要（お得な定期券もあります）
・都合により、日程・回数・料金などが変更になる場合あり
・保護者がスポーツパラダイス会員であれば、未就学児は会員料金です。（ディスポート

定期券も、会員割引を適用）

共通事項

南魚スポーツパラダイス　第２期（９月～12月）水泳教室　参加者募集
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部の教室で、定員を削減して実施します。

〆８月14日㈰　18：00まで
申申込み用紙に必要事項を記入し、フロントにご提出ください（電話での申込みは不可）
選考方法　受付期間終了時に定員を超えた場合は、８月18日㈭17：00からディスポー

ト南魚沼２階ロビーで抽選（落選の場合のみ、当日電話で連絡します）

　 新規 今年度初めて参加する人　 再受講 第１期受講者　ＪＳＣ会員 ジュニアスポーツクラブ会員

［各コース全12回（ミニアクアのみ10回）］

締め切り後、定員に空きのあるコースは、８月19日㈮９：00～８月31日㈬21：00まで、先着順で追加募集
を行います。（２教室目の申し込みも可）

コース 開催曜日・時間 参加対象者・内容 受講料
会員 一般 

水
泳
教
室

親　子 土曜日　12：00～12：50
対９月末日で３歳以上のオムツがとれ

ている未就学児と保護者
内親子で水慣れ

保護者が
会員の場合

新規
1,000円
再受講

２教室目
4,800円

１教室
につき
5,400円

ミニ
アクア
のみ

2,500円

幼　児
水～土曜日　全５コース
※時間は曜日で異なり

ます
対９月末日で５歳以上の未就学児
内水慣れから初歩のクロール

初　級 火～土曜日　全９コース
※時間は曜日で異なります

対小学生
内水慣れ・顔つけから中級コースをめざす

新規
無料

ＪＳＣ会員
4,200円

再受講
２教室目
4,800円

２教室目が
ミニアクア

2,000円

中級・上級（小中学生の経験者対象）も募集します

レディース 火曜日　11：00～12：00
木曜日　11：00～12：00

対16歳以上の女性
内水慣れから４泳法まで

一　般 水曜日　19：00～20：00 対中学生以上
内水慣れから４泳法まで

金曜日　13：00～14：30 対16歳以上　内４泳法の上達

シニア 水曜日　14：00～15：00 対おおむね60歳以上
内水慣れからクロール、４泳法

水
中
運
動
教
室

アクア
エクササイズ 水曜日　11：10～12：00

対16歳以上

内軽快な音楽のリズムに
合 わ せ て 体 を 動 か し
ますミニアクア

エクササイズ 木曜日  14：20～14：50

水中歩行 金曜日　11：00～12：00 内水の抵抗を利用した筋
力・体力アップ
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【８月の開館日時】
南魚沼市 月～金  ９：30～20：00（土 日 祝  19：00まで）

　　　　　休館：４日㈭、18日㈭
大 和 ☎777・4671　火～日 祝９：00～19：00　月９：00～17：00
塩 沢 ☎782・0100　９：00～20：00（月 土 日 祝17：00まで）

問・申南魚沼市図書館
☎773・6677

図書館

テーマ展示
「栄養＆野菜の日」「山の日」「冒険の世界」「怖い本

特集」「平和を考える」「夏バテ対策」などを展示。

プラチナ企画 ＤＶＤ上映会
北アルプスドローン大縦走～黒部源流の山々～
日８月11日（木・祝）　10：30～11：15（45分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者　定30人（先着順）

ＤＶＤ上映会
くまのアーネストおじさんとセレスティーヌ
日８月27㈯　10：30～11：35（62分）
会図書館 多目的室　対子ども・一般　定30人（先着順）

絵本のへや
８月24日㈬で開催1,300回を迎えます。これからも

みなさんの参加をおまちしています。
日毎週水曜日　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
対パネルシアター「いないいないばあ」など乳幼児向

けの絵本の読みきかせ。

おはなしのじかん
日８月７日㈰　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　
対乳幼児・保護者ほか

幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
ふたつの表情が楽しめるお面「アニマルぱた

ぱたフェイス」をつくりましょう。
日８月26日㈮　10：00～11：30
会大和公民館　対乳幼児・保護者　費無料
内手袋人形、絵本、パネルシアター、工作など
申電話かカウンターでお申し込みください（当

日参加も可）

追加開催！夏のこわ～いおはなし会
小学生向けのおはなし会。好評につき追加開

催します。開催時間が遅いので、保護者と来て
ください（会場の中は子どもたちだけになります）
日８月９日㈫　１・２年生　16：30～17：00、
　３～６年生　18：00～18：45　
会図書館 多目的室　費無料　
定各30人（先着順）
申電話かカウンターでお申し込みください

巡回図書をご利用ください
・塩沢図書室　７月21日㈭に200冊入れ替えま

した。
・大和図書室　８月18日㈭に入れ替え予定。

日８月20日㈯　10：30～11：00、11：15～11：45
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
テーマ　「ぼうけん」
内大型絵本「よかったねネッドくん」など
定30人（先着順）

読書のつどい

新着図書の一部を紹介 ※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます

《よみもの》
・俺ではない炎上 浅倉　秋成
・くるまの娘 宇佐見りん
・あきらめません！ 垣谷　美雨
・孤剣の涯て 木下　昌輝
・氷の致死量 櫛木　理宇
・夜に星を放つ 窪　　美澄
・石礫　機捜235 今野　　敏
・よろずを引くもの 西條　奈加
・死神と天使の円舞曲 知念実希人
・カレーの時間 寺地はるな
・棘の家 中山　七里
・属国の銃弾 永瀬　隼介
・両手にトカレフ ブレイディみかこ
・宙ごはん 町田そのこ
・子宝船　きたきた捕物帖２ 宮部みゆき
・99年、ありのままに生きて 瀬戸内寂聴

・すべての月、すべての年 ルシア・ベルリン
《その他》
・大地の芸術祭　2022 北川フラム
・にいがた酒紀行　上巻
・60分でわかる！メタバース超入門 武井　勇樹
・父から子に伝えたい戦争の歴史 半藤　一利
・叱らない子育て 岸見　一郎
・桝太一が聞く科学の伝え方 桝　　太一
・知られざる温泉の秘密 齋藤　勝裕
・「家トレ」のきほん 石田　竜生
・認知症専門医が毎日食べている長寿サラダ 白澤　卓二
・ＮＨＫ連続テレビ小説ちむどんどんレシピブック
 オカズデザイン
・農家が教える農家の土木 農 文 協
・病気と害虫を防ぐ 草間　祐輔
・新しい登山の教科書 栗山　祐哉
・漢字の使い分け図鑑 円満字二郎
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文化施設

期11月23日（水・祝）まで
　雪を描くために劣化しにくい白油絵具を開
発し、雪国観照によって制作した「トミオカ
ホワイトの世界」を一堂に展示。

生誕100年記念 富岡惣一郎「永
と

遠
わ

に」

期８月30日㈫まで
市内在住の画家 桑原大樹さんによるアク

リル画を展示。

ギャラリー展 桑原大樹「幻想の眺望展」

日９月18日㈰、10月２日㈰
　10：00～11：30
定各日８人　対中学生以上
費2,500円（材料費込み）
持園芸用手袋かゴム手袋
講Agréable（アグレアーブル）
※８月10日㈬　９：00～受付開始

「多肉植物寄せ植え体験」参加者募集

☎ 775・3646　 F  775・3650
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館９：00～17：00（入館終了16：30）
８月休館日：３日㈬・24日㈬、31日㈬

市民無料の日：８日㈪、18日㈭、28日㈰

☎ 780・4080　 F  777・3815　 ¥  一般500円／高校生以下無料

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）
８月休館日：毎週水曜日、30日㈫

期８月14日㈰　15：00まで
ワイン箱を使った小さな古書店が美術館に出店。自分

好みの掘り出し物を探してみませんか。

一箱古本市

期８月29日㈪まで
県ジュニア美術展覧会で、南魚沼市と魚沼市の子ども

たちの入賞作品を展示。

第５回八海山ジュニア展

常設展　～彫
ほ

る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期11月６日㈰まで

大地や海、空を力強く生きる動物を描いた作品を展示。
川合玉

ぎょく

堂
どう

、藤田嗣
つぐ

治
はる

など９人の画家の作品。さまざまな
表現で描かれた動物たちをご覧ください。

「動物と芸術」　

今では、パプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている貴重な民族美術のコレクションを展示。

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）

期９月25日㈰まで
着物などを染色する技法で布に絵を描く「染め絵」の

作家、村山雨景氏の作品約30点を展示。

１階特別展示 「村山雨
う

景
けい

 ボタニカルアート 花の点描展」

☎ 783・4500　 F  783・3388　 ¥  一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）
８月は毎日開館します（９月１日㈭は休館）

光と影を感情豊かに描いた今井正と、日本
映画の刷新を試み続けた市川崑の代表作品
を、お楽しみください。
９月３日㈯
　10：00～純愛物語
　13：00～東京オリンピック
９月４日㈰
　10：00～にごりえ
　13：00～細雪
会市民会館 多目的ホール
チケット　全席自由1,000円（市民会館で販売。
　２日間通し券、当日券のみ）、小学生以下無料
※当日はマスクを着用しておこしください

令和４年度優秀映画鑑賞推進事業
～近代日本の光と影～

☎ 773・5500　 F  772・8161

純愛物語 にごりえ

南魚沼市民会館
受付８：30～17：15

８月休館日：毎週月曜日

☎・F  782・9860　 ¥  大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

８月休館日：２日㈫、23日㈫、30日㈫

期８月29日㈪まで
　雪中に現れる幽霊、焼き飯にまつわる
出来事、恩義のあるツルやクマなど、『北
越雪譜』を代表する物語を紹介します。
※会期中、市民は観覧無料

ミニ企画展「北越雪譜の物語」

日８月６日㈯・７日㈰　※参加は市民のみ（要予約）
詳しくは、お問い合わせください

夏休み越後上布ナットク体験「藍染め・織物体験」
「北高禅師勇気図」
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「
地
域
振
興
」「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」「
多
文
化
共
生
」「
事
業
創
発
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
産

官
学
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
最
新

の
取
り
組
み
・
経
験
、
今
後
の
課

題
・
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る

人
は
だ
れ
で
も
無
料
で
参
加
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
可

日
８
月
24
日
㈬　

午
後
２
時
～
５

時
30
分
（
開
場
：
午
後
１
時
30

分
～
）

会
南
魚
沼
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

言
語　
日
本
語
・
英
語
（
同
時
通

訳
有
）

定
３
０
０
人
（
先
着
順
）

〆
８
月
21
日
㈰

申
Ｑ
Ｒ
を
読
み
取
り
、専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

犬
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
れ

も
が
動
物
好
き
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
飼
い
主
に
と
っ
て
は
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
、
不
快
に
思
う
人
も

い
ま
す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く

暮
ら
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

は
、
飼
い
主
の
責
務
で
す
。
特
に

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
散
歩
中
は
必
ず
リ
ー

ド
（
引
き
綱
）
を
付
け
、
ま
た

定
期
的
に
リ
ー
ド
を
点
検
・
調

整
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
中
に
ふ
ん
を
さ
せ
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

夏
季
は
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
需
要
が
増
大
し
ま
す
。
不

要
な
電
子
機
器
の
電
源
を
切
る
な

ど
、
電
気
の
効
率
的
な
使
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
で
き
る
地
球
に
や
さ
し

い
ア
ク
シ
ョ
ン

夏
の
お
す
す
め
節
電
ポ
イ
ン
ト

・
冷
蔵
庫
は
、
気
温
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
消
費
電
力
が
増
加
し

ま
す
。
物
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る

と
冷
気
の
循
環
が
悪
く
な
り
、

効
率
が
低
下
す
る
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
温
水
便
座
の
設
定
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。
夏
場
は
便
座
や
水
の

温
度
設
定
を
思
い
切
っ
て「
切
」

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
・
申
国
際
大
学
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
推
進
室

☎
７
７
９・１
４
５
９

　
　

 　

sgu@
iuj.ac.jp

国
際
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
南
魚
沼
か
ら
世
界
へ

～
豊
か
に
生
き
る
ま
ち

 

づ
く
り
と
未
来
の
創
造
～
」

問
環
境
交
通
課

☎
７
７
３・６
６
６
６

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

飼
育
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

問
環
境
交
通
課

☎
７
７
３・６
６
６
６

夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

い
。
ま
た
は
問
合
せ
先
へ
メ
ー

ル
、
電
話
で
お

申
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
国
際
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
検
索
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

世界最高峰のサイクルロードレース「ツール・ド・フランス」の名を冠した自転車競技イベント「ツー
ル・ド・フランスさいたまクリテリウム」が３年ぶりにさいたま市で開催されます。

本場のツール・ド・フランスを戦い抜いた世界のトップ選手たちがさいたま新都心を駆け巡る、非
日常の祭典をお楽しみください。
日11月６日㈰　会さいたま新都心駅周辺
※最新情報は、大会公式ウェブサイトをご覧ください。
　大会の問合せは、一般社団法人 さいたまスポーツコミッ

ション（☎048・762・8349）まで

さいたま市 ～世界の走りをさいたまで！「ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」～

北陸新幹線の延伸を機に、今よりぐっと近くなる沿線自治体の興味深い情報や魅力的な観光スポッ
トなどを紹介します。

問商工観光課 観光交流班　☎773・6665
東日本連携・創生フォーラム連携市町の魅力をお届け！～新幹線でつながる東日本～

今回紹介する沿線自治体
埼玉県さいたま市経済政策課
☎048・829・1401

大会の
最新情報
はこちら
から▶

掲
示
板
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花いっぱい事業
協議会発足時から続

けている事業です。今
年も約1,300本の花の
苗を各行政区・保育
園・小学校・高齢者施
設などに配布できま
した。

子どもたちの安全・安心のため　
大崎小学校の新１年生

全員に防犯ブザーを配布
するほか、小学校のグラ
ウンド脇に交通安全のぼ
り旗を立てて、子どもた
ちの安全と安心を守るお
手伝いをしています。

大崎地区地域づくり協議会
子どもからお年寄りまで安心して、楽しく生活ができる安全な環境を作りながら、地域の活性化を進

めていけるよう取り組んでいます。コロナ禍の影響で地域住民間の交流が減っていましたが、状況を
見ながら、あらためて住民同士の交流を増やしていけるよう取り組みます。活動の一部を紹介します。

問Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659
地域づくり協議会の取り組みを紹介します ～シリーズ③～

８
月
６
日
に
広
島
市
で
、
８
月

９
日
に
長
崎
市
で
そ
れ
ぞ
れ
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
典
で
は
、

平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙

と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
８
月
15
日
は
、「
戦
没

者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
で
す
。
日
本
武
道
館
で
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

家
庭
、
職
場
な
ど
で
、
原
爆
に

よ
る
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福

と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
っ

て
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

・
８
月
６
日
㈯　

午
前
８
時
15
分

・
８
月
９
日
㈫　

午
前
11
時
２
分

・
８
月
15
日
㈪　

正
午

一
般
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設

の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
と

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を

受
け
、
市
で
は
南
魚
沼
市
消
防
団

の
装
備
拡
充
を
図
る
た
め
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
１
台
を
整
備
し
ま

し
た
。

火
災
な
ど
の
災
害
時
に
有
効
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

非
核
平
和
を
テ
ー
マ
に
、
市
内

在
住
の
児
童
が
制
作
し
た
ぬ
り
え

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

問
総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３・６
６
６
０

非
核
平
和
ぬ
り
絵
展

問
総
務
課 
防
災
庶
務
班

☎
７
７
３・６
６
６
０

原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
戦
没
者

を
追
悼
し
、
世
界
恒
久
平
和
祈
念

の
黙
と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
消
防
本
部 

警
防
課 

警
防
係

☎
７
８
２・５
３
３
１

宝
く
じ
の
助
成
金
で
小
型
動

力
ポ
ン
プ
を
整
備
し
ま
し
た

く
だ
さ
い
。

期
８
月
２
日
㈫
～
21
日
㈰

会
南
魚
沼
市
図
書
館 

市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

活動などの問合せ　
大崎地区地域づくり協議会〔大崎4178−2〕

☎779・2761　Ｆ779・2793
oosaki-com@ia8.itkeeper.ne.jp

※地域づくり協議会は、市内に活動拠点となる12の地
区センターを置き、住民主体のまちづくりを推進する
ため、安心・安全な社会や美しい環境づくりをめざ
した地域コミュニティ活性化事業に取り組んでいます

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

株
式
会
社
第
四
北
越

銀
行
様
よ
り
、
３
９
１
，

０
０
０
円
の
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

ご
寄
付
は
、同
社
が
実
施

し
て
い
る
南
魚
沼
市「
創

業
支
援
事
業
」応
援
私
募

債
の
手
数
料
の一部
を
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

協
力
企
業

青
木
酒
造
株
式
会
社

様
、
株
式
会
社
エ
ム
・
エ

フ
・
テ
ッ
ク
様
、
株
式
会

社
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

様
、
小
島
電
設
株
式
会
社

様
、
津
南
生
コ
ン
株
式
会

社
様
、
八
海
醸
造
株
式
会

社
様
、
株
式
会
社
湯
沢
重

機
建
設
様　

市
内
在
住
の
佐
藤
一い

っ

亭て
い

様
か
ら
、
ご
自
身
の
作
品

と
、
５
月
28
日
・
29
日
に

開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

書
展
の
収
益
金
１
２
０
，

０
０
０
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
意
向
に
沿
う
よ
う
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



NewsPlazaみなみうおぬまニュースプラザ

市報 みなみ魚沼　令和４年８月１日発行23

市では、８月から新しい国際交流員
として、ゾーイラインズさん（アメリ
カ合衆国出身）を迎え、今後もインバ
ウンド観光の促進などに力を入れて
いきます。

コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、集
会施設やコミュニティ活動備品の整備、安全な地域づくりなどに対して助成する事業です。

市では、これまで行政区や自主防災組織などで、祭礼備品や防災用品の整備などに助成を受け、地
域のコミュニティ活動の充実・強化を図っています。　

このたび、宇津野行政区が集会所の機能強化を目的に、エアコンや冷蔵
庫などを整備しました。

問企画政策課 企画班　☎773・6672

令和４年度コミュニティ助成事業

冷蔵庫を整備

ＪＥＴプログラム（語学指導等を行う外国人青年招致事業）を活用
し、当市で初めて任用した国際交流員のデービッドオディアさん（ア
メリカ合衆国出身）が、令和元年７月から３年間の任期を満了し、離
任しました。ＳＮＳなどを活用した海外向けの情報発信や、観光パン
フレットなどの翻訳、小学校で国際科授業の実施、その他さまざまな
面で活躍しました。

離任にあたり、デービッドさんから南魚沼市での活動を振り返り、
思い出を語ってもらいました。

当市初の国際交流員が任期を満了し、離任しました

小学校の国際科授業のようす市内で除雪ボランティア活動するようす

国際交流員として３年間観光に関わってさまざまな仕事をさせていただき、多くの人の指導のおか
げで成長することができたと思います。ここで培った経験を今後の勉強とキャリアで活かしながらが
んばっていきたいと思います。

豪雪地帯の南魚沼市に来てから、一番驚いたのは大雪ではなく、南魚沼の人の温かさと人柄の良さ
でした。たくさんの優しくておもしろい人たちと出会い、おもてなしや南魚沼の暮らしを教えてもらっ
たこと、また一緒に遊んでいただいたこと、感謝してもしきれません。

アメリカに帰っても私の心は南魚沼にあります。このまちの活動を応援しています。３年間お世話
になりました。本当にありがとうござ
いました。（デービッド　オディア）

ダルマストーブなどを整備エアコンを整備
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毎日本当に暑い日が続いています。月並みで
すが、熱中症にはくれぐれも注意しましょう。こまめな水分
補給や十分な睡眠、栄養バランスを考えた食事など、普段か
らの体調管理が予防につながります。私は大好きなスイカを
たくさん食べて夏を乗り切りたいと思います。（Ｙ.Ｔ）

編集後記 今月の
表紙

７月14日㈭～16日㈯の３
日間、牧之通りを主会場に、
塩沢まつり（住吉神社例大祭）

が行われました。３年ぶりのまつりの開
催に、牧之通りは大勢の人でにぎわい、
笑顔と活気にあふれていました。

市民の動き 令和４年６月末日現在　（ ）は対前月比
●人口　54,189人（－154）／男26,524人（－69）　女27,665人（－85）　●世帯数 20,142戸（－89）

移
動
販
売
車
が
ゆ
く 

「
ト
ン
カ
ラ
リ
ン
♪
」
と
、
な
じ
み

深
か
っ
た
ト
ン
ト
ン
音
頭
で
地
域
を
ま

わ
っ
て
い
た
農
協
の
移
動
販
売
車
が
消

え
て
約
１
年
。
上
田
地
区
で
は
こ
の
廃

止
に
加
え
、
Ａ
コ
ー
プ
の
撤
退
も
あ
り

ま
し
た
。
今
、
実
に
市
民
の
３
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
に
。
地
域
の
商
店
が
減

少
や
閉
店
し
て
し
ま
い
、
日
用
品
の
買

い
物
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り

も
増
え
て
い
ま
す
。

市
は
７
月
か
ら
販
売
車
運
行
の
実
証

実
験
を
始
め
ま
し
た
。
令
和
５
年
３
月

末
ま
で
、ま
ず
は
上
田
地
区
19
か
所
で
、

週
に
１
度
巡
回
す
る
こ
と
か
ら
や
っ
て

み
ま
す
。
日
本
郵
便
㈱
と
の
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
こ
の
事
業
を
㈱
郵
便

局
物
販
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
。
越
後
上
田

郵
便
局
に
、
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
を
備
え

た
商
品
倉
庫
を
新
設
。
同
社
と
連
携
す

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
「
ロ
ー
ソ

ン
」
と
地
元
ス
ー
パ
ー
「
は
り
ま
や
」

が
共
同
事
業
と
し
て
参
画
、加
え
て「
上

田
ふ
る
さ
と
協
議
会
」
の
絶
大
な
協
力

も
あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
体
制
で
ロ
ー
ソ
ン
が
関
わ
る
の

は
全
国
初
だ
と
い
い
ま
す
。
今
後
は
、

採
算
性
や
他
地
域
へ
の
拡
大
は
可
能
か

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
は
単
な
る
買
い
物
支

援
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
家
か
ら
出
て
人
と
語
ら
う
楽
し

み
。
認
知
症
や
介
護
予
防
、
見
守
り
の

視
点
な
ど
も
合
わ
せ
持
つ
。
こ
の
事
業

は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
な
げ
よ

う
と
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
南
魚
沼

市
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
で
も

あ
る
の
で
す
。
採
算
性
だ
け
で
片
付
け

ら
れ
な
い
。
そ
の
需
要
は
確
実
に
増
え

る
は
ず
で
す
が
、
そ
も
そ
も
継
続
が
困

難
だ
か
ら
民
間
が
手
を
引
い
て
ゆ
く
。

ま
し
て
や
雪
国
。
こ
れ
は
、
公
と
し
て

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
と
同
意
語
の
、

ま
さ
に
挑
戦
と
い
え
る
事
業
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地
方
創
生
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
事
業
の
販
売
員
に
は
県
外

の
若
い
社
員
お
二
人
が
。
７
月
４
日
の

出
発
式
で
は
「
御
用
聞
き
の
精
神
で
期

待
に
応
え
た
い
！
」
と
意
気
に
感
ず
る

あ
い
さ
つ
を
。
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ

る
変
わ
ら
な
い
音
頭
の
配
慮
に
粋
さ

も
。「
ト
ン
カ
ラ
リ
ン
と
、ひ
と
踊
り
♪
」

そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
。

スリランカは「インド洋の真珠」と称される
小さな島国です。宝石、紅茶、スパイス、クリ

ケット、美しいビーチなどが有名です。夕焼けの海岸沿いで休息していると、
まるで天国にいるかのような平和な気持ちになります。ラフティング、美し
いサンゴ礁でのダイビング、サーフィンは人気のアクティビティであるとと
もに、外国人投資家に好意的なビジネス環境をもたらしています。 

スリランカ人のおもてなしの心と親し
みやすさは私の誇りです。

南魚沼の雪の美しさや寒さを人
生で初めて体験できたことがいい

思い出です。初雪の日には雪の結晶に触り、うれしくて飛び跳ねたり
歌ったりと、童心にかえりました。また、家族と一緒にスキーをした
ことも楽しかったです。 雪に覆われた山々に、子どものころに読ん
だおとぎ話を思い出しました。 南魚沼の冬が大好きです。

南魚沼市に住んで感じたこと

スリランカ民主社会主義共和国 サジャーニ アタパットゥさん

国際大学留学生
お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

私の国はこんなところ

アフリカ・ヨーロッパユーラシア・オーストラリア南アメリカ・北アメリカ


